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主催 JSPS科研費22K18636「共生社会での市民性形成のために日本語教育は何ができ
るか：現象学的対話実践の試み」／豊橋技術科学大学 総合教育院

事前の申し込みは不要です。直接会場（A2-301）にお越しください。

お問い合わせ先：liberalarts_tut@las.tut.ac.jp

無料・A2-301教室

民主主義と哲学対話
講演者：西 研 (豊橋技術科学大学客員教授)

質疑応答

どんな社会（国家）も、その構成員がともに生き
ていくうえでの「基本的な約束」をもっています。
日本では「人権と民主主義」がそれにあたります
が、これはもともと、ヨーロッパ近代の哲学者た
ちが構想し設計したものです。この「設計・構
想」とはどういうものだったのか、そしてそれが
よいかたちで機能するための条件は何か。前半は、
この点についてお話し、後半では、哲学対話が民
主主義にとってどんな意義をもちうるか、につい
てお話します。

【講演者プロフィール】
1957年鹿児島県生まれ。東京大学大学院総合文化研究科修士課程修了、
京都精華大学助教授、和光大学教授、東京医科大学教授（哲学教室）を経て、
現在は東京医科大学兼任教授（人間学教室）及び本学客員教授。
教育出版小学校国語教科書『広がる言葉』編集委員。
主な著書として『哲学は対話する－－プラトン、フッサールの〈共通了解〉を
つくる方法』（筑摩選書）、『ヘーゲル 自由と普遍性の哲学』（河出文庫）ほか多数。
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